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F~存在下で調製したリン酸オクタカルシウム表面における

BSA及びチトクロムc蛋白の吸着挙動
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塩　飽　由香利

日本学術振興会特別研究員(DC2),東北大学大学院歯学研究科　口腔システム補綴学分野

この度,第56回日本歯科理工学会

学術講演会発表優秀賞を拝受致しまし

た｡本稿では,その研究内容をご紹介

させて頂きます｡

歯科領域において,腫瘍や歯周炎な

どで生じた骨欠損を修復するため,自

家官や人工骨補填材料が用いられてい

ます｡現在治療で使用されている代表

的な人工骨補填材として,ハイドロキシアパタイト(HA)や

βリン酸三カルシウム(β-Top)が挙げられます｡これらの人

工材料は小さな骨欠損の修復には大変有効です｡しかしなが

ら,欠損部が大きい場合には人工材料による骨再生は難しく,

自家骨移植が第一選択となります｡そのため,自家骨に匹敵

する骨再生能を有する骨補填材の開発が求められています｡

これまでの研究で　骨髄由来幹細胞を播種した人工骨や,

BMP-2などの成長因子を徐放する人工材料などが報告され

ています｡

私達のグループでは,リン酸オクタカルシウム(OCP)に

よる骨再生とそのメカニズムの解明を研究目的としていま

す｡ OCPは既存の骨補填材(HA, β-Top)と同じリン酸カ)レ

シウムの一種で　生体アパタイトの前駆物質として知られて

います｡OCPはHAやβ-TCPに比べ生体内で吸収されやすく,

早期に新生骨と置換される点が大きな特長です｡ OCPの優

れた骨再生能をさらに向上させるため,私達はフツ化物イオ

ン(F~)存在下でOCPを調製することを試みました｡

F~はフツ化アパタイトの形成を促し,フツ化アパタイト

量に依存して骨芽細胞分化能を向上させることが過去の報告

より明らかになっています｡また, F~はリン酸カルシウム

表面の蛋白吸着能を改善させることが知られています｡ F~

存在下で調製したOCPは双方の効果を有することが期待さ

れますが,これまでその合成方法が難しいとされてきました｡

その理由は, F~は非常に短時間でOCPをフツ化アパタイト

に転換させてしまうため, F~存在下でOCP結晶を維持する

ことが困難であったからです｡

今回,私達は2種類の合成方法を検討し, F~存在下にお

いてもOCPの結晶構造を保持することに成功しました｡ま

た,モデル蛋白質(BSA,チトクロムC)を用いて各試料の蛋

白吸着能を評価したところ,一方の合成法ではF~によって

ocpと全く異なる蛋白吸着挙動を示すことが明らかになり

ました｡新たにF~存在下で調製したOCPは,チトクロムC

の吸着能をOCPの約1,6-1,8倍に上昇させました｡ OCP

の表面はHAと同様に水和していると考えられています｡ F~

存在下でOCPを合成することによって, OCP表面の吸着を

左右する物理化学的因子が変化し,チトクロムCに対する吸

弄論旨が増大したものと推察されます｡この結果は種々の成長

因子の吸着能を向上させる可能性を示しています｡

今後は, F~存在下で調製したOCPが骨芽細胞増殖･分化

に与える影響とそのメカニズムについて明らかにしていきた

いと思っています｡

最後になりました戎　本研究を遂行するにあたり,顎口腔

機能創建学分野,口腔システム補綴学分野の先生方はじめ,

沢山の先生方にご指導をいただきました｡ここに深く感謝申

し上げます｡
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